
７
隻
の
艦
船
を
持
つ
久
留
米
藩

　

江
戸
時
代
の
終
焉
と
と
も
に
、
久
留

江
戸
時
代
の
終
焉
と
と
も
に
、
久
留

米
藩
も
幕
末
の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て

米
藩
も
幕
末
の
動
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。
1010
代
藩
主
の
有
馬
頼
永
が

代
藩
主
の
有
馬
頼
永
が

亡
く
な
る
と
、
弟
の
頼
咸
は

亡
く
な
る
と
、
弟
の
頼
咸
は
1818
歳
で
歳
で
久

留
米
藩
最
後
の
藩
主
の
座
に
就
き
ま
し

留
米
藩
最
後
の
藩
主
の
座
に
就
き
ま
し

た
。
た
。
藩
の
財
政
難
を
改
め
て
い
た
兄
の

藩
の
財
政
難
を
改
め
て
い
た
兄
の

遺
志
を
継
ぎ
な
が
ら
、
商
工
業
を
重
視

遺
志
を
継
ぎ
な
が
ら
、
商
工
業
を
重
視

し
た
新
し
い
経
済
対
策
も
進
め
ま
す
。

し
た
新
し
い
経
済
対
策
も
進
め
ま
す
。

久
留
米

久
留
米
絣

か
す
り

か
す
り

、
菜
種
油
、
茶
、
こ
ん
に
ゃ

菜
種
油
、
茶
、
こ
ん
に
ゃ

く
芋
く
芋
な
ど
を

「国
産
品
」
に
定
め
て
生

な
ど
を

「国
産
品
」
に
定
め
て
生

産
を
奨
励
。
藩
の
専
売
品
と
し
て
藩
外

産
を
奨
励
。
藩
の
専
売
品
と
し
て
藩
外

に
搬
出
す
る
場
合
は
、
税
を
か
け
ま
す
。

に
搬
出
す
る
場
合
は
、
税
を
か
け
ま
す
。

　

藩
の
重
臣
・

藩
の
重
臣
・
今
井
栄
は
、

今
井
栄
は
、
勝
海
舟
と

勝
海
舟
と

親
し
く
、

親
し
く
、
西
洋
の
技
術
や
兵
制
を
導
入

西
洋
の
技
術
や
兵
制
を
導
入

し
て
軍
備
を
強
化
す
る
こ
と
を
進
め
ま

し
て
軍
備
を
強
化
す
る
こ
と
を
進
め
ま

す
。
佐
賀
藩
に
招
か
れ
、
新
式
の
大
砲

す
。
佐
賀
藩
に
招
か
れ
、
新
式
の
大
砲

や
蒸
気
船
を
造
る
こ
と
に
成
功
し
た
田

や
蒸
気
船
を
造
る
こ
と
に
成
功
し
た
田

中
久
重
を
呼
び
戻
し
、
大
砲
や
小
銃
な

中
久
重
を
呼
び
戻
し
、
大
砲
や
小
銃
な

ど
の
兵
器
を
製
造
。
久
留
米
藩
は
、

ど
の
兵
器
を
製
造
。
久
留
米
藩
は
、
7

隻
の
洋
式
艦
船
を
備
え
、
江
戸
幕
府
、

隻
の
洋
式
艦
船
を
備
え
、
江
戸
幕
府
、

薩
摩
、
長
州
、
肥
前
に
次
ぐ
海
軍
保
有

薩
摩
、
長
州
、
肥
前
に
次
ぐ
海
軍
保
有

久留米入城400年モノ語り久留米入城400年モノ語り14
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久留米歴代藩主

　初代 豊氏　初代 豊氏 とようじ とようじ

　二代 忠頼　二代 忠頼 ただより ただより

　三代 頼利　三代 頼利 よりとし よりとし

　四代 頼元　四代 頼元 よりもと よりもと

　五代 頼旨　五代 頼旨 よりむね よりむね

　六代 則維　六代 則維 のりふさ のりふさ

　七代 頼徸　七代 頼徸 よりゆき よりゆき

　八代 頼貴　八代 頼貴 よりたか よりたか

　九代 頼徳　九代 頼徳 よりのり よりのり

　十代 頼永　十代 頼永 よりとお よりとお

十一代 頼咸十一代 頼咸 よりしげ よりしげ

は今回のモノ語り
と関わる藩主

幕
末
か
ら
明
治
へ
最
後
の
藩
主

藩
に
な
り
ま
す
。

藩
に
な
り
ま
す
。
頼
咸
は
、
鉄
砲
に
も

頼
咸
は
、
鉄
砲
に
も

関
心
が
高
く
、
火
縄
銃
を
廃
止
し
、
西

関
心
が
高
く
、
火
縄
銃
を
廃
止
し
、
西

洋
の
銃
器
を
輸
入
。
「
千
歳
流
」
と
い

洋
の
銃
器
を
輸
入
。
「
千
歳
流
」
と
い

う
砲
術
流
派
を
つ
く
り
、
師
範
と
な
っ

う
砲
術
流
派
を
つ
く
り
、
師
範
と
な
っ

て
藩
士
に
練
磨
さ
せ
ま
す
。
高
良
大
社

て
藩
士
に
練
磨
さ
せ
ま
す
。
高
良
大
社

な
ど
に
、
自
ら
鉄
砲
で
撃
ち
抜
い
た
的

な
ど
に
、
自
ら
鉄
砲
で
撃
ち
抜
い
た
的

を
扁へ

ん
が
く

へ
ん
が
く額

と
し
て
奉
納
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
奉
納
し
て
い
ま
す
。

藩
の
対
立
を
抱
え
明
治
維
新
へ

　

嘉
永
嘉
永
6

（
１
８
５
３
）
年
、
ペ
リ
ー

（
１
８
５
３
）
年
、
ペ
リ
ー

の
黒
船
が
来
航
し
て
か
ら
、
国
内
で
は

の
黒
船
が
来
航
し
て
か
ら
、
国
内
で
は

攘
夷
論
と
開
国
論
、
佐
幕
派
と
勤
王

攘
夷
論
と
開
国
論
、
佐
幕
派
と
勤
王

派
の
対
立
が
激
し
く
な
り
ま
す
。
久
留

派
の
対
立
が
激
し
く
な
り
ま
す
。
久
留

米
藩
で
も
、
政
治
の
実
権
を
め
ぐ
っ
て
、

米
藩
で
も
、
政
治
の
実
権
を
め
ぐ
っ
て
、

公
武
合
体
、
開
国
を
唱
え
る
佐
幕
派
と

公
武
合
体
、
開
国
を
唱
え
る
佐
幕
派
と

尊
王
、
攘
夷
を
推
し
進
め
る
勤
王
派
が

尊
王
、
攘
夷
を
推
し
進
め
る
勤
王
派
が

激
し
く
争
い
ま
す
が
、
佐
幕
派
の
力
が

激
し
く
争
い
ま
す
が
、
佐
幕
派
の
力
が

強
く
強
く
、
勤
王
派
を
抑
え
続
け
て
い
ま
し

、
勤
王
派
を
抑
え
続
け
て
い
ま
し

た
。
た
。
藩
を
二
分
す
る
対
立
の
さ
中
、

藩
を
二
分
す
る
対
立
の
さ
中
、
慶

応
３

（
１
８
６
７
）
年
の
大
政
奉
還
に

応
３

（
１
８
６
７
）
年
の
大
政
奉
還
に

よ
り
、
２
６
０
年
あ
ま
り
続
い
た
江
戸

よ
り
、
２
６
０
年
あ
ま
り
続
い
た
江
戸

幕
府
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

幕
府
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

　

明
治
元

（
１
８
６
８
）
年
、
藩
政
に

明
治
元

（
１
８
６
８
）
年
、
藩
政
に

▲久留米藩最大の軍艦「千歳丸（せんざいま
る）」。慶応３（1867）年、イギリスから購入。
その額は、8万 5,000 ドルでした。当時の米
の価格で換算すると、現在の８億 5,000 万円
に相当します

◀ 11代藩主・有馬頼咸の肖像咸の肖像（有馬
家所蔵）。安政 6(1859）年には、不
破美作を明善堂（現在の明善高校）の
総監に任命します。武道稽古場を造る
など建物の改築に着手し、文武両修の
学校へ。学制改革にも着手します

▼田中久重の鋳砲所跡。高
牟礼市民センター東側に建
立されています。元治元
（1864）年、久留米藩に戻っ
た久重は、この地でアーム
ストロング砲を鋳造。裏山
から約 3,000m先の飛岳に
向けて試射しました

不
満
を
持
つ
若
い
勤
王
派
の
武
士
た
ち

不
満
を
持
つ
若
い
勤
王
派
の
武
士
た
ち

は
、
藩
の
重
臣
で
佐
幕
派
の
中
心
人
物
・

は
、
藩
の
重
臣
で
佐
幕
派
の
中
心
人
物
・

不ふ

わ

ふ

わ破
美み

ま
さ
か

み
ま
さ
か作

を
暗
殺
。
こ
の
事
件
を
き
っ

を
暗
殺
。
こ
の
事
件
を
き
っ

か
け
に
、
藩
の
情
勢
は
一
変
し
、
勤
王

か
け
に
、
藩
の
情
勢
は
一
変
し
、
勤
王

派
の
派
の
水み

ず

の

み
ず

の野
正ま

さ
な

ま
さ
な名

が
、
政
権
を
握
る
こ
と

が
、
政
権
を
握
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
井
栄
な
ど

に
な
り
ま
す
。
今
井
栄
な
ど
1010
人
の
旧

人
の
旧

指
導
者
た
ち
は
切
腹
と
な
り
ま
し
た
。

指
導
者
た
ち
は
切
腹
と
な
り
ま
し
た
。

新
政
府
へ
の
反
発
「
藩
難
事
件
」

　

明
治
明
治
2

（１
８
６
９
）
年
６
月

（１
８
６
９
）
年
６
月
1717
日
、
日
、

版
籍
奉
還
で

版
籍
奉
還
で
1111
代
に
わ
た
り

代
に
わ
た
り
2
５
０
年

５
０
年

続
い
た
久
留
米
藩
も
こ
の
日
を
も
っ
て

続
い
た
久
留
米
藩
も
こ
の
日
を
も
っ
て

終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。
藩
主
の
頼
咸
は
、

終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。
藩
主
の
頼
咸
は
、

久
留
米
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
、
一
地
方

久
留
米
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
、
一
地
方

の
長
官
に
。
久
留
米
城
は
、
知
政
所
に

の
長
官
に
。
久
留
米
城
は
、
知
政
所
に

な
り
、
頼
咸
は
、
高
良
山
座
主
坊
跡
へ

な
り
、
頼
咸
は
、
高
良
山
座
主
坊
跡
へ

と
移
り
住
み
ま
す
。
藩
内
に
は
、
明
治

と
移
り
住
み
ま
す
。
藩
内
に
は
、
明
治

政
府
に
反
発
す
る
者
も
多
く
、
中
央
の

政
府
に
反
発
す
る
者
も
多
く
、
中
央
の

政
策
に
不
満
を
持
つ
全
国
の
有
志
と
連

政
策
に
不
満
を
持
つ
全
国
の
有
志
と
連

携
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

携
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
、
長
州
藩

明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
、
長
州
藩

か
ら
脱
走
し
た

か
ら
脱
走
し
た
大だ

い
ら
く

だ
い
ら
く楽

源げ
ん
た
ろ
う

げ
ん
た
ろ
う

太
郎
太
郎
と
他
３
人

と
他
３
人

の
奇
兵
隊
を
久
留
米
藩
士
・

の
奇
兵
隊
を
久
留
米
藩
士
・
小お

ご
う

お
ご
う河

真ま
ふ
み

ま
ふ
み文

た
ち
が
か
く
ま
い
、
挙
兵
計
画
を
企
て

た
ち
が
か
く
ま
い
、
挙
兵
計
画
を
企
て

ま
す
。
こ
の
動
き
を
察
し
た
政
府
は
、

ま
す
。
こ
の
動
き
を
察
し
た
政
府
は
、

軍
隊
を
派
遣
し

「久
留
米
征
伐
」
に
動

軍
隊
を
派
遣
し

「久
留
米
征
伐
」
に
動

き
出
し
ま
す
。
頼
咸
へ
の
災
い
と
計
画

き
出
し
ま
す
。
頼
咸
へ
の
災
い
と
計
画

の
発
覚
を
恐
れ
た
小
河
た
ち
は
、
大
楽

の
発
覚
を
恐
れ
た
小
河
た
ち
は
、
大
楽

た
ち
を
殺
害
。
局
面
の
打
開
を
図
り
ま

た
ち
を
殺
害
。
局
面
の
打
開
を
図
り
ま

し
た
が
、
明
治
政
府
は
、
藩
責
任
者
の

し
た
が
、
明
治
政
府
は
、
藩
責
任
者
の

水
野
や
首
謀
者
の
小
河
ら

水
野
や
首
謀
者
の
小
河
ら
5757
人
の
関
係

人
の
関
係

者
を
処
罰
し
ま
す
。
頼
咸
は
、

者
を
処
罰
し
ま
す
。
頼
咸
は
、
3030
日
の
日
の

謹
慎
の
の
ち
、
藩
知
事
の
職
を
失
い
、

謹
慎
の
の
ち
、
藩
知
事
の
職
を
失
い
、

東
京
に
移
り
住
み
ま
す
。
藩
に
仕
え
て

東
京
に
移
り
住
み
ま
す
。
藩
に
仕
え
て

い
た
武
士
た
ち
も
職
を
失
い
困
窮
す
る

い
た
武
士
た
ち
も
職
を
失
い
困
窮
す
る

日
々
。
頼
咸
は
、
旧
藩
士
を
救
済
す
る

日
々
。
頼
咸
は
、
旧
藩
士
を
救
済
す
る

た
め
、
毎
年
金
５
千
円

（
現
在
で
約
２

た
め
、
毎
年
金
５
千
円

（
現
在
で
約
２

千
万
円
）
の
資
金
援
助
を
続
け
ま
す
。

千
万
円
）
の
資
金
援
助
を
続
け
ま
す
。

　

藩
士
た
ち
は
、
政
府
か
ら
の
資
金
援

藩
士
た
ち
は
、
政
府
か
ら
の
資
金
援

助
と
合
わ
せ
、
授
産
会
社

「
赤
松
社
」

助
と
合
わ
せ
、
授
産
会
社

「
赤
松
社
」

を
創
業
。
社
員
と
な
っ
て
久
留
米
絣
や

を
創
業
。
社
員
と
な
っ
て
久
留
米
絣
や

和
傘
な
ど
の
製
造
販
売
を
開
始
し
、
生

和
傘
な
ど
の
製
造
販
売
を
開
始
し
、
生

計
を
立
て
て
い
き
ま
す
。
幕
末
の
動
乱

計
を
立
て
て
い
き
ま
す
。
幕
末
の
動
乱

に
翻ほ

ん
ろ
う

ほ
ん
ろ
う弄

さ
れ
た
久
留
米
藩
最
後
の
藩

さ
れ
た
久
留
米
藩
最
後
の
藩

主
・有
馬
頼
咸
は
、明
治

主
・有
馬
頼
咸
は
、明
治
1414

（１
８
８
１
）

（１
８
８
１
）

年
5454
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◆
　
　
　
　

◆
　
　
　
　

◆

　
　
　
　
　

◆
　
　
　
　

◆
　
　
　
　

◆

　

昨
年
昨
年
1010
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
シ

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
シ

リ
ー
ズ
は
今
号
で
最
終
回
で
す
。
２
５

リ
ー
ズ
は
今
号
で
最
終
回
で
す
。
２
５

０
年
続
い
た
藩
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ

０
年
続
い
た
藩
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
い
た
だ
け
た
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
文
化
財
保
護
課
（☎
０
９
４
２
・３
０
・

文
化
財
保
護
課
（☎
０
９
４
２
・３
０
・

９
２
２
５
、

９
２
２
５
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７

０
９
４
２
・
３
０
・
９
７

１
４
）

１
４
）

▲藩難事件で明治政府から処分
された藩士を祭る慰霊碑（寺町
遍照院）


